
はんおうとっ

はんおうとっきゅう 汎欧特急 (仏) Trans-Europ-Ex- (TEE の運賃と急行料金〕 関係鉄道相互の協定によって定
press 略称 TEE (沿革〕 第 l 次大戦後の鉄道独占時代にお められ 1 等運賃のほかに急行料金が課せられる。この決定法

いては，ヨーロツパを中心とする鉄道の l 等客は， 特に凶際旅 準は最低限度として原価を，最高限度として航空運賃となって

行の場合には，王侯武族 ・政府尚 1::' . 金満家などが主であった。 いるが， 大体，関係鉄道の平均運賃の 20% 程度の追加となっ

ところが第 2 次大戦後になると ， 自動車と航空機の驚異的進出 ている。

によって鉄道の独占が失われ，また，旧支配階級が没洛し，代 (TEE の特徴〕 列車は，すへてが 1~編成に統一され，最高

わって ， ヨー ロツパの諸都市は，ビジ不スマンや観光旅客が活

発に往来するようになって ， 事態は大きく転換した。鉄道諸施

設を戦前のままに放置して，自動車や航空機に対抗できる新し

いサービスを提供しなレならば，西ヨーロ ッパの鉄道は，アメ

リカの諸鉄道にみるように，その顧客をことごとくこれらの新

進倫送機関に奪われることを自覚するに至った。

l時速 140'- 150km である。駅の改札口と案内析は TEE 専用の

ものが設けられ， 車掌，食堂車の給{上その他 TEE IJtl係者は，

レずれも TEE のパッジを着けている。特に悶疫におし、て従来

行なわれていた機関車の付替え，税関検査のための儀礼的停車

が廃止さ れ， 税関職員は列車に乗 り込み進行中職務を遂行する

など， 同演を怠識しないで ， あたかも 1 凶 l付をi型転しているよ

こ の点に着目したのが当時のオラ γ ダ鉄道総裁デン ・ホ ラン う配慮されている。食堂サービスも， なるべく各国均一になる

ダ博士(Den Hollander) であ っ た。同氏は，鉄道が新時代に ようにワコ' γ リ一刀11A寝台車会社と協定が紡ばれている。

適応するために新サービλに切り換える必姿を主張し， これが (TEE 発足後の改善J TEE は，発足当H加1固定f:l.i成(凶に

汎欧特急列車網設定の構想、とな っ たものである。この動議[1 ， より 2- 71'ij編成)のディーゼノレだけであった。その後 TEE の
西ヨーロッバ諸鉄道の経営名が主体となって構成されている凶 ぷ判がきわめて良いのに刺激され， 1961 年 ， 旦イ ;< Æ邦鉄道は，

際鉄道主li合会 (U.LC.) の 1954 :q'.の総会において可決され，本 パリよりス イ旦を経て， '/:/プロンずいi且を j.ti l十，イタリ 7 の

格的の準備に入った。 ミラノまでの多電流方式の屯車列車の，，'(通過j転を開始したロ従

汎欧特急は頭文字の TEE で i泊 っている。 TEE の走る 1::1)主列 来この |正|品lは 4 稀の異なる電化ブj;.にが採月l されてレたので ， そ
Jf[剰を実現する第 4歩として， fJJめは，完全tこ I'IL.'.の車内と (1 れじ 1 '1' う動力車のH符えを必要 と したが，これによりその必要

己の職員をもっUiI際鉄道会社の，i並立が考え られたが，尖現小可 がなくなり ， jJlj ヨーロッパの líi北を結ぶ交通勤l脈は抗しく '1主化
能として代わって現在の TEE 機構による運営がほ)目された。 され， TEE の実現に大レに1目I献することと なった。

TEE の運営方法は， TEE 機構に参加する鉄道がそれぞれ これに続いて ， 1964 年の反から， パリ=プ リ ュセル=アムス

TEE 専用の，~I，行用旅客ylJ '1'を製作し ， 参加|引11互の主要郷市に テル タ“ム n: Jの 4 組の TEE もすべて多電流方式の電気機関車に
衆人れi逆転を行なうものであるので，新しい 1:日足j}，'，Î，としては， よる直通過!転が尖'JI.された。
TEE 専用車両の製作だけで ， その他の点では大きな困難はなか IJr1 )JJi後の采車効ギは非常に1'<く， TEE 閃係者は尚J己な 't;J，' ~在

った。運行l)r1始までの準備期間は 3 年半に決められた。 状態にある旨を報告している。

(TEE の 11 標〕 酎ヨーロツ パ各 I.I~の清都市をtI今来する鉄道 〔雌目前予約〕 逐次改良が加えられ ， 1J!ft.: TEE およびその般
の旅客に対して，従来よりい っそう高巡， ïE縦 ， かつ旅行者に 統列車の分についても，きわめて短lI!j 川で処.PI!されている。こ

都合のよい時刻1<. ， 航空機および自動車に対抗のできる運賃， れには TEE WJllの符号が月! ，、られて，以抜L 、 tこぶりのな L 、ょ

これ ら競争機関にまさる栄華かつ安楽なふんレ%と 設備などを う配l芯されて L 、る。 TEE を利川する場fTには，あらかじめ住席
従供1..，いl度通過の 4、艇を以り除L 、てヨー ロッハぷ国への旅行 の ht'Jを '!l~ L ，その受付 は 2 箇月 Ijíjから 1m始されて いる。

を，あたかも凶内旅行のように快適 ・ i且速に行ない得るように なお 1964 年の Q季時刻lぷによると， TEE の巡行|互 1mは 16 1人
す るにある。\::]，愛称列車の数は 1 8 にj土し ている。ダIJ 'I; 名刷、・ j'Jj転 I .<:\::] およ

(TEE の営業開始主範凶J 1957 ・ 6 ・ 2 ， フランス川鉄 ・ λ イ ひ、 jlli!il邑\::]の距雌は次のとおり である。

見通邦鉄道 ・ オランダ鉄道ならびにドイ;; .iiliJ1 1鉄 i且の製作した プラパン リ パリ=フリユヅセノレ l ii!(3 14 km) ， オアゾー ・ プ

TEE によって ， ほぼ-j.定 どおり逆転を開始した。 1964 年末現 ノレ- ') loiJJ: ，イノレ・ト・フ ランスり ハリ =7 ム ，ステノレタム

在においては，後に加入したオーストリ ア辿邦鉄道を含め，内 1:¥1 (544 km) ， エ l アノレ ・ デュ ・ノ ーノレ号 1,;1.1.:, '、ノレ〆 イブア

ヨーロッハの主安 8 箇凶の 90 ，二以ぶ主民郡 íliを払び，t'Jl万キ ノレサ ハリ=ハンフノレ ク I:\J(943 km) ， ハリ ・ ノレール号 |けiJ 1二 ，

ロに述する尚速列車制全構成している。 アノレバレート リ パ リ=チュ リヒ \:\J (618km) ，クリスハン弓
(TEE の組織と管理，運'[\J ベルギー ， フランス，イ タリア， パ リ=ミラノ \: \1(822 km) ， モン ・ スニワ リヨ γ= ラノ Iltl(4 

ノレクセンフソレク ，オラ γ ダ， スイスおよび凶ドイアのじつの鉄 67km) , リギュ ーノレり マノレセー ユ=ミラノ\::] (560 km) ， エ ←

i菖により ，開通と同時に汎欧杓包機械が悦成された。メンバー デノレワ イ;< 'り チューリヒ =7 ム λ テノレ タ'ム I l:](908 km) ， ヘル

は TEE 車内の所有鉄道なレしは山資鉄道である。 TEE の管 ベン 7 号 チュー リ ヒ =ハン ブノレク |川 (969 km) ， テ イチ ノり
~H組織としては TEE 委員会がぷけられ， TEE 機構のメンハ ミラノ=チニムーリヒ 11\1(293 km) ， コ' タルドり I ， ;IJ~，メデイオ

ーは平等の権限をもってこの委員会に参加l している。委員会は ラヌム弓 ミラノ =ミュ γへ γ(599km) ， レマノ弓 ミラノ=

TEE の運営に関する重咲指令を決定し， TEE のt主体:j，運転， ジ ュ ネーブ!日J (375 km) ， サフ 7 イアワ フランクフルト =オス

悩業など各部門の責任をすべて負" ， TEE 機構の最高機関とな テンド (565km) ，ライ γ ・マイン ワー フラ γ クフノレト =7 ムス

っている 。 TEE 委員会は， このほか TEE j草色'上の実務処型 テノレダム l iJl(486km) 。

を担任する任期 4 箇年の 1 鉄道を機怖のメンパーから指名する 。 参考文献 Bulletin de l' Union Internationale des Chemins 

指名を受けた鉄道は TEE 委員会に属してその監督に服し，委 de Fer (1954-1964 :9'.) ; Proc駸-Verbales de I'Assembl馥 

員会の笑際業務をもあわせ処恕する。この.鉄道は構成メンハー G駭�rale de l' UJ心 (1954-1964 年) Cooks Continental 

である鉄道が順番に担当することになっているが，現在は発足 Timetable 1664 年。 (児玉'白隆)
間もない重要な時j切でもあるので ， lÌÎj JlJJに引 き続いてオランダ はんがくほう 半額法 事 取俗資広につ レ て 似得価似の
鉄道が再指名を受け運営に当た っている。 50% までは定率訟，定額法ifによる通常の減1111i fíU;j 1を行なうー
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